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感触のいいインド綿入荷しました 

カディ布＆糸
カディハンカチ（43cm角）

¥220
薄手で吸水性抜群、夏の必需品。 

ルンギ（100x210cm） ¥3,300
大判なのでカーテンにもどうぞ。
サイズに個体差があります。

カディシーツ (160×225cm) ¥2,750
吸水性抜群、一度使えば虜に！生成り。

昨年12月久しぶりのインドへ！どっさり布を仕入れてきました！ 
ちょうど各地の村からカディが集まり、とてもローカルな市が開催していました。生地
はもちろん、食品、石鹸、靴、服、絨毯とあらゆる手作り（カディ）の商品が並び、そ
の中からいっぱい選んだものを是非、手に取ってみて下さい。
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普通パック
全部つなぐと約2ｍ。
*幅はまちまち。写真は木版更紗はぎ
れパックです。

大判パック
全部つなぐと約1.3～1.4ｍx2.3ｍ。
*だいたいのサイズです。パックによって違います。
写真はカディはぎれパックです。

パック内容はそれぞれ違います。
運を店（てん）におまかせ下さい。

*掲載のセール価格は8月末日まで有効！表示価格はもちろん全て税込みです！

インド茜
¥385→¥347/100g

インドヤコウボク
¥440→¥396/10g

ヘンナ（ヘナ）パウダー
¥550→¥495/100g

マリーゴールド（花弁のみ）
¥660→¥594/100g

大変お待たせしました。久しぶりの開催で参加者が多いため、
今回は12月と2月の2回に分けました。定員は12人と少なくし
て、じっくりインドを堪能してもらうつもりです。ぜひご参加
ください。資料請求はアナンダまでお電話かEメールでお願いし
ます。具体的な募集案内が出来次第をお送りいたします。

第1回 2023年12月6日〜12日間
日程が合えばカディ祭りに行けるかもです。

第2回 2024年2月20日前後出発
木版プリントを中心にジャイプールに滞在します。

繋げてカーテンにしてみました。光に透けると生地の質
感がどれも違ってキレイです。うまく組み合わせれば洋
服もできるかも。

再入荷はぜひネット店 ananda.jp をチェックしてくださ～い！

8月31日まで！
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洗い済みフリース100gで何ができるか、み
んなで作ってみました！大きさ、感触など
が伝わると嬉しいです！ここで紹介されて
いる羊たちのフリースは、全て今シーズン
の毛刈り分限定、羊の名前と100g単位でご
注文下さい！

ジンガーちゃんのフリース（濃茶MIX/2.2kg）
模様編み帽子 By たかはし｜75g｜6号輪針
「とても良い毛質！」

バターナットちゃんのフリース（ライト系/1.5kg）
染め模様編み帽子 By たかはし｜75g｜2・4号輪針
「レインボー染めの染料を使いました」

ウィンダミア母さんのフリース（ミディアム系/1.3kg）
三角ショール By なかの｜115g｜8号輪針
「とても軽くてさっぱりした肌触り」

100gチャレンジ！

掲載しきれないフリースがネット店にたくさんあります！ぜひアナンダのネット店 ananda.jp にきて下さ～い！

ライランド洗い済みフリース

広めたい！アナンダの新定番のUK羊！

ライランド特集
膨らみがあって張りがある！とっても良いダウ
ン系毛です！柔らかくて、紡ぎやすい、幅広い
用途に向いています。イギリスの牧場から安定
して入荷するようになりました！NZには居ない
品種です。
これから、ロムニー、コリデール、シェトラン
ド、メリノに加えて、アナンダの新定番になり
そうです！ぜひ試してみてください！

ジンガーちゃん（Zinger）
内気な性格の子育て上手なお母さん。この春
には3度目の出産予定。冬越しにぴったりの良
いフリースの持ち主ですが、冬にはやはり小
屋で過ごします。

ズキちゃん（Zuki）
友好的で自信に満ちた態度、自分のケアもよ
くできますが、出産は手伝われるのが好み。
素敵な銀色のフリースは、とてもきれいに染
まります。

バターナットちゃん（Butternut）
ウォルナットちゃんの孫。三つ子で生まれ、
お母さんの負担を減らすために、哺乳瓶で育
られたためか、とても人懐っこくスウィート
な性格の持ち主です。

ウォルナットちゃん（Walnut）
意志が強く、独立心がある。大きな割には人
目が苦手で、少しせわがやけます。厚く、長
いフリースです。これまでたくさんの良い仔
羊を産んでくれました。

ウィンダミア母さん（Windermere）
多くのショーで成功を収めた名羊。母である
ことを愛しています。少し恥ずかしがり屋な
性格は、娘羊に引き継がれ、息子羊は、自信
を持つ子でした。

アンブルちゃん（Amble）
とても上品なアンブルちゃんは、今回が初め
ての毛刈りです。ズキちゃんと同じお母さん
から生まれました。

アズテックくん（Aztec）
ウォルナットちゃんの息子。フレンドリーな
とてもいい性格です。毛の柔らかさでは、今
シーズンのフリースの中で一番。

ザクソン氏（Xaxson）
とても親切でフレンドリー。時に血の気の多
い若い雄羊たちの間に入り平和をもたらす、
真の紳士。

優勝したブラケンちゃんとリッキーさん

ヤンカちゃん（Yanka）
体が大きくフレンドリー、品評会でも認められる優れた羊
です。前回の三つ子出産時には少し苦労しましたが、いい
子達を産んでくれるいいお母さんです。フリース販売中。
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今回のお楽しみ！格安＆限定

ミックスロール

新入荷
フレンチ TOP ココア ¥550/100g
毛足が長く、軽くて弾力もあり。

【A】水色っぽい

【B】黄緑っぽい

*掲載のセール価格は8月末日まで有効！表示価格はもちろん全て税込みです！

トニくん（Toni）
小柄で気さくな男の子。彼の子どもたちもや
っぱり小さめです。脂分も程良く残ってい
て、とても柔らかな毛質。グレー濃茶に白毛
も混じった渋い色です。

ヨラちゃん（Yola）
とてもフレンドリーな素敵なお母さん。小さ
いけれど体格がよく、すばらしいフリースの
持ち主です。これまで多くの品評会に出場し
てきました。

アンボンゴあにき（Umbongo）
フレンドリーなあにきのその厚手のフリース
は、品評会で数々の賞を受賞。たくさんの子
羊たちのお父さんです。今はリタイア生活を
楽しんでいます。

アーモンドちゃん（Almond）
少し神経質だけど、ステキな性格の持ち主。
去年の出産では、本当にがんばりました。グ
レー・ベージュ〜濃茶まで色々楽しめる本当
にステキなフリースです。

ブラケンちゃん（Braken）
3月に初めての出産をしたフレンドリーで素敵
なお母さん。今シーズンのフリースは初めて
軽め。左上写真は品評会でチャンピオンにな
った時の誇らしい姿です。
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お買い得！おもしろい！
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アナンダ食堂（食事）

アナンダ本社内にあります。地元
の食材を使っての家庭的な料理を
提供しています。講習会の昼食に
カレー、タコライス、スパゲッテ
ィ。夕食はアナンダハウスで家庭
料理が数品並びます。講習会の特
別メニューをお楽しみに！ 通いの
方も、ぜひご予約下さい。

アナンダハウス（宿泊）

宿泊は、本社から車で5分のアナン
ダハウスへどうぞ。ベランダから
はパノラマに広がる南アルプスを
眺めながらの作業、普段の生活か
ら少し解放されて好きなことだけ
をしながらのんびり過ごせます。
カディのシーツを使用。2階のホー
ルでは午後9時までゆっくり作業が
できます。

インド木版 木版を使ってハンカチ
ぐらいのサイズにプリントします。ミロバ
ラン下地染め必要性、鉄、アルミ媒染のこ
となど実際にプリントしながらインドの染
色について説明します。

織り リジッドばたで好きなものを織る
と、一通りの手順がわかります。カディ糸
のハンドタオル、自分が初めて紡いだ糸で
マフラー、フリースをそのまま織り込んだ
マットなど。また、織り木枠を使ってタペ
ストリーやミニバッグ、マーガレット織り
木枠でバイヤス織り、イリアスルームで紐
やベルトを、など他のタイプの織り機を自
由に使えます。

フェルト作り 平らなものを作って
原理がわかったら、バッグ、室内ばき、帽
子、布フェルトなどへ自由に発展。特に巨
大マットの醍醐味をぜひ味わって下さい。
フェルトコーナーは毎年大賑わい。内なる
創造性をフェルト作りで開放！開眼！巨大
マットをご希望の方は、前もって図案を考
えておくのがおすすめです。手持ちの余っ
た糸や羊毛など持ってきて模様にするのも
妙案。

コットン紡ぎ インドの種取り機
で綿花から種を取り除き、ハンドカーダー
でほぐして、タクリやチャルカで綿紡ぎ。
そうしてできた自分の糸で、ミニタオルや
ハンカチを織りましょう。最初はプーニー
を使って練習。スーッと伸ばせるようにな
ると快感です。

紡ぎ 紡毛糸の紡ぎ方を中心に、紡ぎ全
般の作業を習得。全くの初心者でも1～2日
で紡げるようになります。一人一台の紡ぎ
車とスピンドルを使って心ゆくままに練習
できます。すでにできる方や、満足にでき
るようになってしまったら、シルク、アル
パカ、コットンなどなど、羊毛以外の繊維
にチャレンジ。さらに、ハンドカーダーを
使って混毛や混色、フリースそのまま紡ぎ
など、ネタにはことかきません。中でも、
インドの綿プーニーをチャルカで紡ぐな
ど、コットン紡ぎはおすすめです。自分で
育てた綿や、布団の中身などの持ち込みも
OK。紡いだ綿でタオルやマフラーを織った
り編んだりしましょう。

なるべく短時間で出来るようになって、家に帰っても応用がきくを目標に、なんでも教え
ます。気楽で自由な講習会。とにかくなんでもやってなんでも聞いて、モト取って下さ
い！平日の1日講習から週末泊りがけまで、自由に時間と講習内容を選べます。

染め 植物染め、藍染め、化学染めの原
理と手順を習得できます。天然染料の色の
魅力を体験、藍染めでは色の濃淡染めや絞
り染め、色の掛け合わせや違う媒染による
色の変化など、化学染めでは、楽しく色を
混ぜてレインボー染め。参加者の皆さんが
染めた布や糸の色は毎回圧巻です。紡ぎや
織りの講習で自分で作ったものや、アナン
ダにあるカディ布やショール、また、染め
たいものがあれば持ってきてください。



2時間1枠のチケット制で好きな
時に予約ができます。それぞれが
好きな素材で練習できるように、
材料費は別になっています。材料
費は初めての紡ぎで使う材料はだ
いたい200円くらいです。とにか
くお電話でご予約下さい。 宮城（ルピナスファーム）

9月23日（土）・24日（日）

岩手滝沢市（ほにほに柳沢）

9月26日（火）・27日（水）

費用：￥22,000
（1日参加=￥11,000/日）

1枠（2時間） ： ￥ 2,500
5枠回数券 ： ￥ 11,000
フェルトマット1日講習
 ： ￥ 6,600

受講費用

第1回 8月 4日（金） ・ 5日（土） ・ 6日（日）

第2回 8月25日（金） ・26日（土） ・27日（日）

第3回 8月29日（火） ・30日（水）

週末

平日

週末
 8月 ぜひ夏の講習会にご参加下さい。
 9月  8日（金） 9日（土） 10日（日）

 10月  13日（金） 14日（土） 15日（日）

 11月 フリース荷開き祭開催でお休み
 12月 寒すぎるのでお休み

2023年の予定

参加申し込み絶賛受付中！
2023年

年2回くらい北と南に出かけます！

出張講習会
チケット制で都合の良い時に予約！

毎日講習

講習時間はいずれも10時から17時まで。日程、講習内容、宿泊、部屋割りなど、ご要望がありましたらお気軽にご相談下さい。

今年も仙台のルピナス牧場の広い
ビーニールハウスの中での講習。
そして、岩手は滝沢市のほにほに
柳沢での開催です。申し込み、お
問い合わせはお電話でどうぞ！ぜ
ひ参加して下さい。

毎年夏の週末に連続で開催されます。左ページの講習内
容の全てを好きに試せます。しばらく作業に没頭した
ら、木々を眺めたり、散歩、深呼吸してゆったり。

夏の講習会に参加できない方、また夏に来たこ
とがあって、別の季節が楽しみたい方はこち
ら！講習内容とスタイルは夏の講習会同様、い
ろんなことを自由に習えます。費用は、このペ
ージの週末3日間、または通い参加のいずれか
をご覧ください。日程は、イベントによって変
更の場合がありますので、アナンダネット店で
確認していただくか、メルマガに登録していた
だくと、間近にお知らせが届きます。

1日のみ、また日程の一部のみの参加をご希望
の場合はこちらでご予約下さい。
代金には、1日分の基本材料と講習費が含まれ
ます。（宿泊と食事は含まれません） 
会場敷地内アナンダ食堂でのご食事（¥880）
をご希望の場合は、お申し込み時にご予約下
さい。

平日開催の夏の講習会に、宿泊、食事が付い
た楽でお得なパックです。
代金には、2日分の基本材料、講習、アナンダ
ハウス宿泊（1泊） 、食事（昼、夕、朝、昼の
4食） が含まれています。
*宿泊と食事をご自分で手配したい場合は、ぜ
ひ通い（右参照） でご参加下さい！

週末開催の夏の講習会に宿泊、食事が付いた
楽でお得なパックです。
代金には、3日分の基本材料、講習、アナンダ
ハウス宿泊（2泊） 、食事（昼、夕、朝、昼、
夕、朝、昼の7食） が含まれています。
*宿泊と食事をご自分で手配したい場合は、ぜ
ひ通い（右参照） でご参加下さい！

お申し込み＆お問い合わせは
お電話で 0551-32-4215
メールで wool@ananda.jp



でんわ
0551-32-4215

ファックス
0551-32-4830

ネット店
ananda.jp

イーメール
wool@ananda.jp

ご注文・講習会のお申込み・お問い合せは・・・

（株） アナンダ
〒408-0033 山梨県北杜市長坂町白井沢 2995
営業時間：月〜金 9〜17時 定休日：土・日・祝日
インスタグラム：ananda.yamanashi

いない。そのとき客は気付いた。読者自ら紡ぎ、講習で作るものも現実
に自ら感知し、証し、生活に体現できるように教えられていなければ、
これらの技術を知っても、知に赴かず、正覚に赴かず、平安に赴かな
い。ただ技法を修得し語り、知識と方法を獲得して師弟を演じ、小さな
商いを利する具とするのみ、と。そのような紡ぎならば読者は講習会を
尊重せず、紡ぎの本を閉じ、古本屋へ売りに行く。・・・という事にな
っては大変だ。著者自ら手つむぎのセーターは滅多に着ては居ないし
・・・！しかし、これが実は内容逆転で、熱心に技法を追求する真面目
な人が、地方講習などで「理想的な糸」「最高の糸」また、その「つむ
ぎ方」を教えてもらいたい。と問う。この人の方が、とても尊者アーラ
ーラ・カーラーマの方に似ているのだ。というのは、この世界に最高の
糸などというのが有るはず無いし、でこぼこの糸は悪いと言うことも無
いし、目的や好みが違うと糸も違って来るし、原毛によって変わるのだ
から、最高などという基準は、在ろうはずがない。糸の真実を現実に感
知し、証し、暮らしに体現しようとして見れば、最高の糸などというの
は、知識と技法を修得し語り、評判を獲得して、その鳥かごに人を閉じ
込めて師弟を演じ、貧しい商いを利する具とするのみ。アーラーラ・カ
ーラーマの弟子となった王子シッダールタは彼の言う真理が疑問になっ
て、その講習、つまり「つむぎ」が日常の暮らしに、何か役に立つので
すか？と聞いた訳だ。手でつむぐのだから、明らかに、日常に得がなけ
れば、何の意味も無い。そこでアナンダは、あの美術教育者、フランツ
・チゼックの言葉、自分の内からの感覚で、手で紡いで編んだセーター
が、どこの品よりも質が良く、安く出来る。と、いつも言っているの
だ。これは王子シッダールタと同じ立ち位置でニュージーランドの、と
ても良い環境の牧場、動物の飼育感覚の優れた飼い主と出会って、健康
な羊の毛、その毛刈りの頃に、たまに手伝いに行って、買い付けて来
る。こういう手間と航空運賃を出しても、直接輸入して直に客に小売り
する。中間業者が無いので、思ったより安く渡せる。まして、客は自分
でつむげば出費は無い。実に新鮮健康の羊の群れ、毛の色も天然の色。
安く入手できて、これは暮らしに喜びと平安をもたらす。特に、つむぎ
は技術よりも素材が命、特殊な技術、難しい趣味のものではなく、慣れ
ると暮らしの中の普通のことなので、つまり、「われみずから牧場を知
り、羊を見に行って証し、毛刈りを手伝って体現している」あの真面目
な人達も、王子シッダールタが気付いたように、また、チゼックが言う
ように、子供が自分の感覚で絵を描くように自由に紡げば最高なのだ。
（阿）

教育とは個人に群を成す心を構築する仕事・・・？
フランツ・チゼックという美術教育者が言った。「子供の絵の指導を大
人がやるのはとても気をつけてやらないと、自然な自分の内からの感性
を子供が表現するのを邪魔してしまう事が、大いに有りうる」と。「外
から正しい何かを教え込むのではなく、子供が内からのものを外へ表現
し易い環境を整えるのが大人の義務だ」と。「大人は子供に紙と鉛筆、
クレヨン、絵の具と筆を調達して来てあげる程度の手伝いをするのが仕
事だ。子供の内に有る天然のモノを、大人の社会からの感覚で評価する
のは、おかしい。大体、思想と言うのは外界との関係で出来上がるもの
で、大人のその社会感覚での評価は工場生産の商品管理のようなもの
だ」このチゼックの思想は、反体制的と言われたが、実に真実だ。古代
の原始仏典（中村元）中阿含経第五十六巻「この法は知に赴かず」にも
書いて有る。教えを求めて尊者アーラーラ・カーラーマを訪ね、学んで
いた釈迦族の王子シッダールタは言った。「我は尊者の説く法に達する
のに、そう長い時間はかからずに済んだ。我は、ただ唇を動かし、言葉
をかたり、長老の知識をひとに解説する程度には、我は見知り、理解す
る」と、自他ともに認め、先生と呼ばれるほどになった。そこで王子シ
ッダールタは問うた。「尊者アーラーラ・カーラーマよ、貴方はこの法
を、自ら感じ実証し、どの程度にまで体現し自らに告げて居られるので
すか？」と。しかし、実にアーラーラ・カーラーマはこの法をただ信ず
るだけで、我自ら体現している。とは告げてはいない。そのとき王子シ
ッダールタは気付いた。この法は知に赴かず、正覚に赴かず、平安に赴
かない。ただ知識を獲得し師弟を演じる具とし、小さな利益を得るの
み。と。そこで彼は、そこを出で立ち去った。

若い頃に読んだ、中村元の仏典。アナンダのつむぎの地方出張講習会な
どで、その地方の、真面目につむぎや織りをやって居る人、教えたり個
展したりしている人に、たまに、「正しいつむぎ方」または「最高に良
い糸をつむぐ」つむぎ方について・・・、問われる。と、その時、中村
元のこれ「原始仏典」を、いつも想い出す。つむぎや染め織りの技法を
求めてアナンダの講習会に参加したり、アナンダのつむぎの本（まだ出
てない。出版は今年末の予定）を買ってくれるだろう客が、この王子シ
ッダールタのように・・・、私はアナンダの紡ぎの本、講習の全ての技
法を修得するのに、そう長い時間はかからずに済んだ。私はただこの本
に書かれているままに手足を動かし糸を紡ぎ織り、フェルトで物を作る
程度には、われは見知り、われは理解する。と自他ともに認め、人に教
え、先生と呼ばれるほどになった。そこで問うた。アナンダよ、あなた
はこの講習会、この本を、みずから感じ実証し、どの程度にまで体現し
て、居られるのですか？と。しかし、実にこの紡ぎのアナンダ講習は、
われみずから知り、証し、現実の暮らしに体現している。とは告げては
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